
外出の利便性を向上させる

来街予定者への案内情報提供 来街者への案内情報提供

2006弊所調査、回収票2056件



地下鉄駅での案内例／調査当時
サインの利用と評価

移動円滑化経路案内のマップ化



バリアフリー施設情報の案内 Webサイトでの案内支援

ターミナルにおけるサイン表示
施設管理者の異なり



ターミナルにおけるサイン表示課題＿共通性と連続性 梅田ターミナル地域共通サイン整備＿案内図サイン例

梅田ターミナル地域共通サイン整備＿誘導サイン例 梅田ターミナル地域共通サイン整備＿階段開口の統一的附番



階段開口の
統一的附番の仕組み

地下鉄 東京駅の案内

無名のエレベータ 東京駅 東京メトロ

エレベーターに番号や名前が無く、また
どこに出るのかが、わからない例



東京駅 JR

丸印箇所にエレベータが在るが、案内記載されていない
（他事業者の管理施設を記載する場合、様々な課題がある）

新宿 出入口番号_無名、無表示（エレベータ）

移動の途中で、見つけにくいエレベーター 民地内エレベーターには、このようなケースが多い

出入口番号_重複例と無名 出入口番号_重複例



出入口番号_重複例 地上地下が多層に広がるターミナル（大阪梅田例）

所管案内所2ヵ所で

年間37.1万人利用

一割程度は
マップによる案内が必要

「移動円滑化のための案内情報提供」の必要性

【必要な対策】



民地でのバリアフリー出入口近傍：
現況では、
接続民間ビル内EV利用の場合では、その近傍において案内標示施設を道路施設として整備されていることが、非常に少ない。
また、民間ビル外壁面に小型突出しサイン等の形状で表示されている場合も少ない。
これらのことから、地上地下接続の出入口の存在とEVの存在を乗車系利用者に向けて案内することが特に重要となる。



【必要な対策】

ターミナルマップの有用性
実証実験＿仙台
東北運輸局



マップ配布による
ターミナル案内の連携

民間の広告協賛による実施例

神戸例

都市間連携例

民間助成事業によるマップ配布 2016年11月

●移動円滑な経路をわかりやすく

●広域避難の表示


